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▲全国高校総合文化祭で2年連続文化庁長官賞受賞の日野産業高校郷土芸能クラブの荒神神楽

◎
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▲熱戦に観客も力が入ります

▲居並ぶ強敵を横に大物つかみ満面の笑み

ト
（
島
田
傘
腐
り
保
存
会
）

息
の
合
っ
た
踊
り
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

∴こ1・・与、、、
▲手づくりの釣ざおで挑戦　　▲今日初めてのGET！

▲本一　投げろ松坂炎の200キロ　　　▲本二　工バーランド奥大山　　　　　▲本三　フランケンシュタイン

▲本四　因幡の白うさぎ

◎

▲新一　しまなみ海道 ▲新二　かまこしき渓谷
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二酸化炭素などの気体は、光は通しますが熟をためる温室効果と呼ばれる働きがあるため、大気中に含ま
れる量が増えると地球の気温が高くなります。

個　人間の活動が活発になるにしたがって、大気中の二酸化炭素のみならず、さらに温室効果の高いガスの濃
度も増えて、地球の温度は少しずつ高くなっていきます。
何も対策を行なわなければ、次の100年後には気温が現在より約3℃高くなると言われています。

地
球
温
暖
化
が

す
す
む
と
…
。

地
球
の
平
均
気
温
が
二
度
上
昇

す
る
と
、
海
面
水
位
は
約
五
十
c
m

上
昇
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
海

面
上
昇
に
よ
り
、
海
抜
の
低
い
地

帯
で
は
、
海
面
に
水
没
す
る
地
域

も
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
海
面
上

昇
に
よ
り
、
洪
水
や
暴
風
雨
時
の

高
潮
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

気
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
体
調

に
不
調
を
き
た
し
た
り
、
熱
射
病

や
熱
中
病
な
ど
の
増
加
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
気
温
の
上
昇
に
よ
り

マ
ラ
リ
ア
等
の
伝
染
病
の
発
生
が

増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

陰暦留㊨星畠随900

各
地
の
気
温
と
降
水
量
が
変
化

す
る
と
、
食
糧
の
生
産
性
が
高
ま

る
地
域
と
低
下
す
る
地
域
が
生
じ

ま
す
。
熱
帯
や
亜
熱
帯
で
は
生
産

性
が
低
下
し
、
特
に
ア
ジ
ア
の
稲

作
を
行
っ
て
い
る
デ
ル
タ
地
帯
で

は
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
熱
帯
低

気
圧
の
発
生
す
る
海
域
が
拡
大
し

そ
の
勢
力
の
強
ま
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
台
風
の
発
生
回
数
が
増

加
し
、
強
い
台
風
が
襲
来
す
る
こ

と
に
よ
る
被
害
も
増
加
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

4
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イノ沙沙など⑬積譲苛

上
公
行
（
美
用
）

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

害
を
防
止
す
る
た
め
、
わ
な
、
捕
獲
柵
を
設
置
し
円
滑
な
被
害
防
止
対

策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
江
府
町
有
害
鳥
獣
駆
除
連
絡
協

議
会
の
設
立
総
会
が
、
八
月
六
日
　
（
金
）
　
江
府
町
役
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
町
、
猟
友
会
地
区
長
、
江
府
町
有
害
鳥
獣
駆

除
貝
、
鳥
獣
保
護
員
で
構
成
さ
れ
、
会
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
は
川

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
全
町
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
被

⑬⑩り⑬藩練江府附彊胸
屋」畦遷簡「

江府町有害鳥獣駆除連絡協議会会員

◎

功
空
守
り
串
．
す

磯闇圏院闇闇隔日

区　　 分 氏　　　　 名 集　 落

猟友 会地 区長 藤　 田　 一　 男 本　　 四

有害鳥獣駆除員 藤　 田　 久　 人 本　　 一

〝 竹　 内　 哲　 郎 久　　 連

〝 谷　 口　 正　 幸 大　　 浦

〝 徳　 岡　 卓　 史 下　 安　 井

〝 宮　 本　 勅　 寛 尾 之 上 原

〝 木　 嶋　　　 稔 ク

〟 竹　 茂　 幹　 根 ク

〝 藤　 原　 一　 美 池　 の　 内

ロ
篤
い
一
〇
一

如
■
あ

区　　 分 氏　　　　 名 集　 落

有害鳥獣駆除旦 加　 藤　 清　 博 池　の　内

〟 加　 藤　 育　 夫 ケ

〝 下　 原　 弘　 道 探　 山　口

〟 水　 田　 道　 明 半　 の　上

猟友会地区長 川　 上　 公　 行 美　　 用

有害鳥獣駆除員 井　 口　 喜　 晴 ク

〝 大　 森　　　 彪 笠　良　原

〝 千　 藤　 和　 彦 袋　　 原

鳥獣保護員 澤　 田　 大　 蔵 本　　 五

次のような流れで駆除が行われます。（有害鳥獣駆除許可期間内）

被害にあった
農家

江府町有害
鳥酎匡除連絡協議会

詳しくは、江府町有害鳥獣駆除連絡協議会（江府町役場産業振興課内事務局）℡75－3222へ
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ト∴二二苧肇

八
月
十
日
、
農
林
水
産
省
中
四

国
農
政
局
大
山
山
ろ
く
開
拓
建
設

事
業
所
が
下
蚊
屋
地
内
に
建
設
中

の
下
蚊
屋
ダ
ム
で
「
湖
底
祭
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

同
事
業
所
と
施
工
し
て
い
る
共

同
企
業
体
か
、
ダ
ム
完
成
を
前
に

地
元
下
蚊
屋
集
落
と
助
沢
集
落
の

住
民
を
招
い
て
、
楽
し
い
思
い
出

を
残
し
て
も
ら
あ
う
と
開
い
た
も

の
で
、
工
事
関
係
者
を
含
め
お
よ

そ
一
一
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
ダ
ム
底
周
辺
に
は
、

お
好
み
焼
き
や
焼
き
そ
ば
、
捕
れ

た
て
の
ヤ
マ
メ
や
ア
ユ
の
塩
焼
き▲ビール片手に思い出話に花が咲きました

な
ど
の
屋
台
か
設
け
ら
れ
、
参
加

者
は
、
ビ
ー
ル
片
手
に
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
ま
し
た
。
ま
た
、

子
供
た
ち
は
、
コ
ル
フ
の
ニ
ア
ピ

ン
や
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
ラ
ジ
コ

ン
レ
ー
ス
な
ど
夢
中
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
豪
華
皇
宮
皿
の
あ
た
る
大

抽
選
会
も
開
か
れ
、
夏
の
夕
暮
れ

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

下
蚊
屋
ダ
ム
は
、
名
和
町
や
中

山
町
な
ど
一
両
七
町
村
、
二
千
二

百
㌣
∽
の
農
地
に
か
ん
が
い
用
水
を

供
給
し
ま
す
。
ダ
ム
本
体
は
、
平

成
十
一
年
度
中
に
完
成
し
、
平
成

十
三
年
の
運
用
開
始
予
定
で
す
。

奥大山森の音楽祭

ら
昔
T
の
恵
よ
り

＜

弓

1

ノ

弓

】

竜

一

く

　

1

1

　

－

‘

∈

r

r

r

F

■

．

■

．

■

L

■

■

L

r

レ

八
月
八
日
、
恒
例
と
な

っ
た
第
十
二
回
森
の
音
楽

祭
が
、
大
河
原
の
江
尾
小

学
校
米
原
分
校
で
開
か
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
京
都
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、

町
内
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
　
「
ア
イ
リ
ス
合
唱

団
」
や
明
倫
小
学
校
児
童

を
は
じ
め
、
社
会
人
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
「
ピ
ー
ス
・
ジ

ャ
ズ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

が
出
演
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
明
倫
小
学

校
児
童
の
　
「
天
神
ば
や

し
」
で
に
ぎ
や
か
に
開
幕
。

京
都
ト
ロ
ッ
ボ
ー
ン
グ
ル

ー
プ
の
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ

や
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
よ
る

「
も
み
じ
」
　
「
白
鳥
」

「
だ
ん
ご
三
兄
弟
」
な
ど

を
次
々
演
奏
し
ま
し
た
。

ア
イ
リ
ス
合
唱
団
は
、
手

話
を
交
え
て
「
星
に
願
い

を
」
な
ど
四
曲
を
熱
唱
。

観
客
は
涼
風
の
吹
く
奥

大
山
で
、
夕
暮
れ
に
響
き

わ
た
る
音
色
を
心
ゆ
く
ま

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◎
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勤棚
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
で
遊
ぶ
園
児

鰯

手作りのエプロンシアターを
子供の国保育園に寄付
～小江尾出身の山口さん～

⑳

七
月
二
十
四
日
、
広
島
県
三
原
市
在
住
の

山
口
敏
子
さ
ん
か
ら
、
「
な
つ
か
し
い
ふ
る

さ
と
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
子
供
の
国
保
育
園
に
、
手
作
り
の
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
は
、
「
さ
る
か

に
合
戦
」
　
の
あ
話
が
こ
の
エ
プ
ロ
ン
ひ
と
つ

で
で
き
る
よ
う
大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
さ

る
や
カ
ニ
、
ハ
チ
、
う
す
な
ど
が
出
て
く
る

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
に
は
、
今
ま
で
に
も
子
供
の
国

保
育
園
に
は
「
鬼
の
ま
と
当
て
」
　
「
魚
つ
り
」

な
ど
手
作
り
遊
具
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

寄
付
を
受
け
た
子
供
の
国
保
育
園
で
は
、

さ
っ
そ
＜
先
生
が
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
使

っ
て
「
さ
る
か
に
合
戦
」
　
の
物
語
を
園
児
に

聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

小学生親子が　⑳
道路清掃の奉仕作業

八
月
八
日
、
米
沢
小
学
校
の

児
童
や
保
護
者
約
百
二
一
十
人
が
、

鏡
ケ
成
周
辺
の
県
道
お
よ
そ
三

㌔
を
コ
三
や
空
き
缶
を
拾
う
奉

仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
と
、
夏
休
み
中
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
集
め
た
コ
、
、
、
は
、

一
時
間
半
で
お
よ
そ
軽
ト
ラ
ッ

ク
一
台
分
に
も
な
り
、
参
加
者

は
汗
だ
く
に
な
っ
て
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
な
ど
を
拾
っ
て
い
ま

し
た
。

ト
ゴ
ミ
袋
い
っ
ぱ
い
に
空
き
缶
を
拾
う
親
子

㊥

八
月
九
日
、
江
府
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
十
人
が
、

江
尾
十
七
夜
で
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り

の
会
場
と
な
る
せ
せ
ら
ぎ
公
園
周
辺

の
草
刈
り
作
業
奉
仕
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
草
刈
り
払

い
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
熟
練

の
万
ば
か
り
で
す
ガ
、
最
近
増
加
し

て
い
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
奉

仕
作
業
に
先
立
ち
安
全
講
習
会
も
あ

わ
せ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
早
速
作
業
に
取
り
か
か
り
、

二
時
間
ほ
ど
で
辺
り
は
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ト
暑
い
中
、

革
を
刈
る
シ
ル
バ
ー
会
員

楽』亀慾膠魯粟壇留金乾塗

八
月
四
日
、
江
尾
駅
テ
ロ
リ
ン
ハ

ウ
ス
で
　
「
え
び
っ
こ
の
安
全
」
と
名

う
っ
て
、
江
尾
小
学
校
P
T
A
と
交

通
安
全
母
の
会
主
催
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
尾
小
学
校
の
児
童
に

夏
休
み
を
健
康
で
安
全
に
過
ご
し
て

も
ら
あ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

交
通
安
全
映
画
の
観
賞
や
自
転
車
の

安
全
点
検
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
尾
駐
在
所
の
西
村
巡
査

か
ら
「
危
険
な
場
所
は
ど
ん
な
と
こ
か
？

や
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
万
」
　
に
つ

い
て
説
明
の
後
、
実
際
に
路
上
で
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

ト
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
指
導
を
う
け
る
児
童
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1．募集人員 （定見）、募集方法

課　　 程 専　 攻　 学　 科 募集定見 募　 集　 方　 法 そ　　　 め　　　 他

養成課 程
果　 樹　 科
野　 菜　 科
花　 き　 科
畜　 産　 科

30名

1 推薦入学

2 一般入学

修学年限 2 年間
全寮制
募集定員は推薦入学者を含む

研 究 言果程
果　 樹　 専　 攻
野 ；莱　 専　 攻 各専攻 とも 一般入学のみ 修学年匹艮　 2 年間

通学を原貝りとする
花　 き　 専　 攻
畜　 産　 専　 攻

若干名 ・試験研究機関又は先進農家等に1
年間派遣する（11月、翌年10月）

専門技術課程
園芸科 （果樹）　∠ （野菜） 5名

5名 一般入学のみ ・1琴学年区長 1年間
・通′警－を風景Uとするノ　　 （花 き〉 5名 　 千
・園芸試験場、畜産試験場等に派遣する（4～10月、1～3月）畜　　　 産　　　 科 5名

2．受験資格
（養成課程〉

学校教育法に基づく高等学校を卒業した者（平成12年3月卒業見込みの者を含む）

※推薦入学の場合
上記の資格に加え、次の要件を満たす者として、高等学校長から推薦された者
①鳥取県内に居住していること。

（乱鳥取県内において、自営農業を志向又は地域農業の振興及び農村社会の発展に貢献することが見
込まれること。

（瓢高校在学中の学業成績が優れており、自律と協調性に富む者

（初合格した場合は入学することが確約できる者。

〈研究課程〉
農業大学校の養成課程若しくは短期大学（農業関係の課程）を卒業した者 （平成12年3月卒業見込
みの者を含む）

（専門技術課程〉
学校教育法に基づく高等学校を卒業した者（平成12年3 月卒業見込みの者を含む）

3 ．入学選抜試験日程

課程
養　　 成　　 課　　 程

研　 究　 課　 程 専 門 技 術 課 程
推　 薦　 入　 学 一　 般　 入　 学

受付 平成11年10月25日（月） 平成12年1月5日（水） 平成11年12月8 日（水） 平成12年1月26日（水）

期間 、11月16日（火） 、1月18日（火） 、12年1 月7 日（金） ～12年2月8 日（火）

試験

日時

平成11年11月29日（月）平成12年1月28日（金） 平成12年1月20日（木） 平成12年2 月18日（木）

9時から 9時から 9 時から 9時から

合格

発表

平成11年12月6日（月）平成12年2月4 日（金） 平成12年1月27日（木） 平成12年2 月23日（水）

正　午 正　午 正　 午 正　 午

◎詳しくは、鳥取県立農業大学校　東伯郡閑金町大鳥居1238－26（℡0859－45－2411）へ。

因定資産評価審査委昌に

川上　明さん

平成11年8月17日付で江府町固

定資産評価審査委員に川上明さん

（53歳　小原）が選任されました。

この委員会の職務は、固定資産

課税台帳に登録された事項に関し

て納税義務者からの不服申し立て

があった場合、公平中立に審査決

定するために設置された機関で、

3人の委員で構成されています。

任期は3年です。

合議筏市布め チャレンジ・クッキング
～ピラフのホワイトソースかけ～

①カルシウムを多く含む食品

牛乳、小魚、豆腐（大豆製品）　●米……・」∴∴……∴2尭カップ
小松菜、ワカメなど。

（診カルシウムの吸収をよくするもの

ビタミンD・適度な運動

⑨カルシウムの吸収を妨げるもの

リン酸（加工食品に多く含まれ

ることがあるので注意しましょう）

骨祖髭症予防のためにカルシウム

を多く含む食品をじょうずにつか

って、バランスの良い食事をとる

ようにしましょう。

エネルギー………260KCal

たんば＜質……………9．7g

カルシウム…………12．9mg

塩分……………………1．8g

〔ピラフの材料〕5人分

●玉葱
●にんじん………………………50g

●サラダ油………………大さじ1

●スープの素…………………1コ

●水……………………3毎カップ

●塩………………………小さじ毎

●こしょう……………………少々

【ホワイトソースの材料〕

●酒………………………小さじ2

●バター…………………………20g

●小麦粉………・………………‥20g

●牛乳

●チキンコンソメ………………毎昌

●塩こしょう…………………少々

●しいたけ………・…・・…………20g

●パセリ………………………少々

490g

◎

ピラフを作る

○米を洗いざるに上げ水を切っておく。
◎にんじんと玉葱をみじん切りにし

油で妙めこれに○の米を加えさっ

と妙め調味料を加えて炊く。

ホワイトソースをつくる

◎えびは背わたを取り酒をかけて蒸

し煮にし、1cmのそぎ切りにする。

○しいたけは、1cmの角切りにする。

◎鍋にバターを溶かし○を妙め火が

通ったら小麦粉を入れて妙める。

火を止めてから牛乳を混ぜ、火に

戻して煮立て塩こしょう、えびの
蒸し汁を加える。

◎ピラフを蛇の目型でぬき◎のソー
スをかけ、みじん切りのパセリを

ちらす。

Soumu
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チャイルドシート
貸出中

溝口地区交通安全協会では、チ

ャイルドシートの任用意識を高め

てもらおうと無料貸出しをおこな

っています。気軽に利用して下さい。

■対象者　江府町・溝口町・岸本

町在住者

■期　間　1カ月

■種　類・チャイルドシート

・ベビーシート

■申込先　溝口地区交通安全協会

（℡62－1382）

健康づくり
講演会

健康づくり講演会が、下記のと

おり開催されます。

■日　時　9月17日（金）

午前10時～

■場　所　山村開発センター

■講　師　日野病院

堀江　裕病院長

■内　容　「新病院の概要説明」

「肝臓病の心～最近の

話題」

山原／lコ■

75年「飛・び・ま・す」でデ

ビュー、現在まで29タイトルのア⑳

ルバムを発表。研ぎ澄まされた独

特のヴォーカルスタイルでナイー

ブな激情を歌い続けている山崎ハコ。

■と　き　平成11年9月15日（水）

開場　PM6：00

開演　PM7：00

■ところ　江府町日輪閣

■入場料　2，500円（当日3，000円）

■お問い合わせ先

ライトハウス小谷（℡75－2101）

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　　 8 月 分

事 業 所 名 所 在 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就 業 時 間

（有 ）川　 上　 運　 輸 江 尾 3 6 －5 自　 動 車 修 理 工 18以 上 18 0 ，0 0 0 ～2 0 0，00 0 8 ：0 0 ′〉17 ：0 0

（有 ）白　 石　 商　 事 佐 川 10 18 －1 ス タ ン ドサ ー ビ ス 員 18 ′、、ノ4 5 12 5 ，0 0 0 ～ 15 0，00 0 喜溺 ≡ 15≡3 8

（有 ）沢　　 玉　　 組 小 江 尾 3 －1 0

建設機械運転手及び見習 18 ′〉5 0 17 2 ，0 0 0 ～3 10 ，0 0 0

8 ：0 0 ′、、ノ17 ：0 0土　 木　 作　 業　 員 18 ′、′5 8 2 0 7 ，0 0 0 ～2 67 ，0 0 0

土木工事技術者及び見習 18 ′〉5 0 17 6 ，0 0 0 ～3 06 ，0 0 0

自　 動 車 運 転 手 2 2 ′V 5 0 17 5，0 0 0 ～3 13 ，0 0 0

（有 ）住　　 田　　 組 佐 川 8 8 2 技術 管理者及 び作 業員 2 0 ′〉6 5 19 8，0 0 0 ～3 50 ，0 0 0 8 ：1 5 ′、ノ17 ：0 0

（有 ）江 府 技 研 コ ン サ　ルタ ン ト
武 庫 1 19 8 －1

一般土木設計（経験者に限る） 3 5 ′～7 0 2 9 5，0 0 0 ～5 50 ，00 0
8 ：3 0 ′〉17 ：3 0

一般土木測量（経験者に限る） 3 0 ′〉5 0 2 6 0，0 0 0 ～3 80 ，0 00

（有 ）建設機械 サービス 佐 川 1 0 2 8 －1 重　 機　 修　 理 18 ′～3 0 18 0 ，0 0 0 ～2 0 0，0 0 0 8 ：3 0 ′〉 17 ：3 0
藤　 田　 林　 業 江 尾 1 7 5 0 －2 作　　　 業　　　 員 2 0 ′〉5 5 2 3 0 ，0 0 0 ～2 7 6 ，0 0 0 8 ：3 0 ～ 17：0 0

社会福祉法人寿耕会 チロ

ルの里特別養護老人ホーム
久 連 7 看 護 婦 （ 士 ） 18 ′、／6 0 14 4 ，9 3 6 ～2 7 0 ，0 0 0 8 ：3 0 ′〉17 ：3 0

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止 とな りました。今後お知 らせする求人は全て男女不問です）

L　　 ●求人情矧 こ関する問い合わせ先　 米 子 公 共 職 業 安 定 所 根 雨 出張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※町報 掲載 時 まで に充 足済 等 に よ り求 人 が取 り消 し となっ て いる場 合 があ りますの で ご了承 くだ さい。

⑳
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－
町
を
離
れ
て
≡
泊
四
日
1

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
キ
ャ
ン
プ
．
m
日
吉
津

八
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、
日
吉
津
村
海
浜
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
三
泊

四
日
の
　
『
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
キ
ャ
ン
プ
i
n
日
吉
津
』
を
開
催
。

こ
れ
は
、
異
年
齢
の
子
ど
も
達
と
野
外
活
動
を
共
に
し
、
様
々
な
体
験

を
と
お
し
て
、
自
然
の
仕
組
み
・
自
主
的
な
行
動
・
共
同
で
物
事
を
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
県
の
補
助
を
受
け
開
催
。

参
加
者
は
、
八
名
と
少
数
で
し
た
が
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

真
夏
の
日
吉
津
海
岸
で
、
様
々
な
体
験
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。
（
こ
の

キ
ャ
ン
プ
は
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
）

コーラックキャンプ

▲大阪フィルハーモニー交響楽団
安藤正行先生による実技指導

（江府中学校）

⑳

‾≒．

■■■

‾‾＝＝iサマ

八
月
十
日
か
ら
十
三

日
ま
で
鏡
ケ
成
国
民
休

暇
村
を
会
場
に
、
第
七

回
目
と
な
る
サ
マ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

が
開
催
。
（
主
催
／
関
西

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
協
会
）

今
年
も
町
内
外
合
わ
せ

て
三
十
名
が
参
加
し
、

一
流
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

奏
者
に
た
っ
ぷ
り
と
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
十
二
日
に
は
プ

ロ
の
講
師
陣
に
よ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

を
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村

新
館
ロ
ビ
ー
で
開
催
。

↓
プ
ロ
の
技
を
た
っ
ぷ
り
堪
能

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
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▲西ノ島の子どもたちとカヌーにチャレンジ

明倫小校長勝部団長さんのお話
「海の子・山の子の友情は今年も心のアルバムにお

きまった」

四小学校の五年生が人・町・自然とのふれあいを
求めて西ノ島を訪れた。海の碧さに歓声をあげ、揺

れるヨットに悪戦苦闘。ウニやサザエを磯で採り、

潮のかおりをからだで感じ…波と遊ぶ。恒例とはい

いながら、この子ども達には貴重な海での体験である。
交流二十年、歴史は文字や言葉以上に大きく、帰路・

土産の一杯詰まった荷物は更に重みを増していた。
－わが町江府に一同感謝－

意
は
西
ノ
島
へ

菌
ノ
畠
山
父
歓
碗
海
学
校
／
／

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に

か
け
て
、
西
ノ
島
町
で
、
交
歓
臨

海
学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
町
内
小
学
校
五
年
生

三
十
八
名
が
参
加
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
、

き
っ
そ
く
友
達
に
な
っ
た
西
ノ
島

の
子
ど
も
た
ち
と
、
冬
の
再
会
を

楽
し
み
に
、
二
泊
三
日
の
日
程
を

無
事
終
え
ま
し
た
。

▼みんなで潮干狩り

禁一箪・il，

▲優勝した出雲J．S．T八幡・八幡組

⑳

今年で51回目となる山陰少年ソフトテニス選手権大会が、運動

公園テニスコートで開催。

山陰両県から245チーム490名のエントリー（中学校の部は過去

最多のエントリー）がありましたが、中学校の部は、雨天のため

中止となりました。

結果は次のとおり。

小学校の部　7月21日（水）
（男子の部）

優　勝　出雲J．S．T．

八幡・八幡組

準優勝　口羽スポーツ少年団

栗原・永井組

第3位　黒坂小学校

谷口・槙原組

〝　　黒坂小学校

田代・生田組

（女子の部）

優　勝　黒坂小学校

中川・後藤組

準優勝　岸本小学校

三好・大塚組

第3位　明道小学校

星尾・古都組

〝　　黒坂小学校

頭本・小松組

第
一
位
　
高
津

二
位
　
井
上

三
位
　
梅
林

〝
　
　
若
林

五
人
抜
き

梅
林

三
人
抜
き

三
年
生
　
高
津

二
年
生
　
加
藤

一
年
生
　
北
村

勇　亮　　　　　　知亮
介康二　徹　豪徹洋二

〟
　
土
居
洋
三
　
（
江
尾
小
）

五
年
の
部
西
村
悠
奈
　
（
明
倫
小
）

〝
　
宇
田
川
裕
介
　
（
明
倫
小
）

四
年
の
部
藤
原
由
範
　
（
俣
野
小
）

〝
　
坂
本
望
美
　
（
江
尾
小
）

中
学
生
の
部

二
位
篠
田

三
位
澤
田

〝
　
加
藤

五
人
抜
き

六
年
の
部
加
藤

五
年
の
部
小
椋

四
年
の
部
浦
部

三
人
抜
き

六
年
の
部
大
岩

第
一
位

加
藤

驚梵妻彗憲章筆彗
（
米
沢
小
）

（
米
沢
小
）

（
明
倫
小
）

（
米
沢
小
）

（　　　　（　　　　（　　　　（

俣江江米
野尾尾沢
′ト中小小
）　　　　　　）　　　　　　）　　　ヽ＿＿．．．．／

◎
第
十
五
回
町
壮
年
野
球
大
会

と
き
－
七
月
二
十
五
日
　
（
日
）

～
三
十
日
　
（
金
）

会
場
－
町
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
貝
田
チ
ー
ム

二
位
　
江
尾
第
二
チ
ー
ム

三
位
　
俣
野
チ
ー
ム

〝
　
　
佐
川
チ
ー
ム

◎
江
尾
十
七
夜
少
年
相
撲
大
会

と
き
1
八
月
十
七
日
　
（
火
）

と
こ
ろ
－
江
美
神
社

小
学
生
の
部
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恋韻竜虻爵亘腿a匿
大　会　結　果

【男子個人1回戦】
川上・梅林　4－1　長田・厚地

（江府）　　　　　　（宮城県・生月台）
【同2回戦】
川上・梅林　0－4　水沢・菅原

（江府）　　　　　（山形県・鶴岡四）

第三十九国全日本吹奏楽コンクール　 ▲

鳥取県大会 中学 校の A の部

八
月
八
日
（
日
）
に
米
子
市

公
会
堂
で
開
か
れ
た
、
第
三

十
九
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
鳥
取
県
大
会
中
学
校

A
部
門
で
、
江
府
中
学
校
吹

奏
楽
部
　
（
部
長
川
端
奈
津
子

さ
ん
）
　
は
、
他
の
九
校
と
共

に
み
ご
と
昨
年
に
引
き
続
き

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
中

国
大
会
へ
は
、
出
場
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
十
七
名

と
小
編
成
な
が
ら
大
編
成
校

に
負
け
な
い
演
奏
で
し
た
。

＠

t’†1

8月18日（水）に、新潟市庭球場で開催された

第30回全国中学校ソフトテニス大会に江府中学

校ソフトテニス部川上正道・梅林佑基君のペア

が出場しました。

結果は、2回戦惜敗しましたが、相手はこの

大会に優勝したペアでした。

ガ弓の筏知らe

▲かつての公民館テニスコート（硯山村開発センター）

郷土の写真を専業しています

県立博物館巡回展『空から見た郷土のすがた』

期間：10月18日（日）～10月31日（目）まで

会場：日輪閣2階湧雲の間

公
民
館
で
は
、
県
立
博
物
館
の

巡
回
展
『
空
か
ら
見
た
郷
土
の
す

が
た
』
展
覧
会
（
こ
れ
は
、
昭
和

四
十
三
年
か
ら
平
成
十
年
ま
で
、

五
年
ご
と
に
撮
影
し
た
同
一
地
点

の
航
空
写
真
と
地
上
写
真
を
対
比

し
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
郷
土
の
姿

を
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
）

こ
れ
に
併
せ
、
江
府
町
の
変
遷
を

た
ど
る
昔
の
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
建
物
・
道
路
・
風
景
な
ど

お
手
持
ち
の
写
真
を
期
間
中
お
貸

し
い
た
だ
け
る
よ
う
で
し
た
ら
公

民
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◎

第
三
十
回
　
全
国
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

江
府
中
川
上
・
梅
林
組
出
場

TEL／FAX

75－3211

公民館では、地域で大人から子どもまで取り組む

活動をとおして、ふれあいを深める機会を提供する

ことを目的として、『手づくり宅配講座』を開催し

ています。内容は次のとおりですが、詳しくは公民

館までお問い合わせ下さい。

●開催期間　学校の長期休業中、祝祭日等
●対　　象　小・中・高校生とその保護者及び地

域の大人

●実施主体　開催地区分館、町公民館
●内　　容（例）ふるさと学習会、創作活動、ボ

ランティア活動、野外活動、地域懇
談会、自然観察　など

●お申し込み　講座を希望される日の2週間前まで

に町公民館へお申し込み下さい。

▲本町四丁目の創作体験活動　トールペイント
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⑬

新
　
　
　
　
着
　
　
　
　
図
　
　
　
　
書

新
着
ビ
デ
オ

（
小
艶
）

◎
捲
れ
し
者
に
水
を

渡
辺

◎
青
年
社
長
u
m
高
杉

◎
桜
の
樹
の
下
で
　
渡
辺

◎
白
夜
H
～
㈲
　
渡
辺

◎
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュP御

◎
大
変
身
　
　
　
　
赤
川

◎
三
姉
妹
、
呪
い
の
通
行赤

川

淳淳　　容
一一良子

美
里

次
郎

次
郎

◎
西
伊
豆
美
し
き
殺
意西

村
京
太
郎

◎
十
津
川
刑
事
の
肖
像西

村
京
太
郎

◎
元
禄
繚
乱
u
㈱
　
中
島
　
文
博

◎
隠
密
太
平
記
　
　
南
原
　
幹
雄

◎
本
当
は
恐
し
い
グ
リ
ム
童
話
㈲

桐
生
　
　
操

（
エ
ッ
セ
イ
）

◎
さ
ら
に
、
お
と
な
は
、
が
、
の

も
ん
だ
い
　
　
　
五
味
　
太
郎

◎
爆
笑
問
題
の
学
校
V
O
W

爆
笑
問
題

◎
考
え
る
ヒ
ッ
ト
引
　
近
田
　
春
夫

◎
あ
の
日
…

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

◎
あ
な
た
の
手
の
ひ
ら

星
野
　
富
弘

（
そ
の
他
）

◎
続
・
一
月
三
舟
　
岩
国
　
哲
人

◎
ア
メ
リ
カ
か
ぶ
れ
の
日
本
コ
ン

ビ
ニ
グ
ル
メ
論
　
横
川
　
　
潤

◎
育
て
て
使
っ
て
お
い
し
い
ハ
ー

プ
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
弘
子

◎
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
　
共
同
通
信
社

◎
あ
な
た
の
口
に
あ
う
う
ま
い
地

ビ
ー
ル
の
み
つ
け
方

◎
四
十
歳
か
ら
の
子
育
て

南
　
美
希
子

◎
ハ
ム
ス
タ
ー
ま
も
日
誌
∽

お
ま
た
た
か
こ

（
お
す
す
め
の
本
）

◎
黒
い
壁
　
　
　
　
赤
川
　
次
郎

（
ド
イ
ツ
帰
り
の
友
人
が
く
れ
た

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
か
け
ら
」
そ

れ
を
手
に
し
た
日
か
ら
、
不
思

議
な
出
来
事
が
…
。
壁
が
人
々

の
運
命
を
変
え
る
ホ
ラ
ー
サ
ス

ペ
ン
ス
。
）

◎
「
少
年
A
」
こ
の
子
を
生
ん
で

「
少
年
A
」
の
父
母

（
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
の
犯

人
、
酒
鬼
菩
薇
聖
斗
が
愛
す
る

息
子
だ
っ
た
と
は
…
。
少
年
A

の
両
親
が
二
年
間
の
沈
黙
を
破

り
悔
恨
の
涙
と
と
も
に
綴
っ
た

息
子
A
と
の
全
て
。
）

◎
木
曽
義
仲
u
m
　
山
田
　
智
彦

（
平
家
の
世
に
鞄
り
が
見
え
始
め

た
時
、
義
仲
は
頼
朝
よ
り
早
く

上
洛
し
、
平
家
を
西
海
に
追
い

源
氏
の
世
を
つ
く
る
。
し
か
し

戦
場
を
離
れ
、
政
治
の
場
に
さ

し
か
か
っ
た
時
、
歯
車
が
狂
い
は

じ
め
る
。
）

◎
女
人
源
氏
物
語
　
瀬
戸
内
寂
聴

（
も
し
、
源
氏
物
語
の
作
中
の
女

性
た
ち
が
自
由
に
語
り
は
じ
め

た
ら
…
。
嫉
妬
や
不
安
、
怒
り

哀
し
み
、
あ
き
ら
め
な
ど
、
や

り
場
の
な
い
恋
情
を
一
人
称
で

切
々
と
吐
露
す
る
。
）

（
雑
誌
）

芸料工のララペ　奥サ　ン

理房芸ブブ主三ンノ

（◎◎◎◎◎◎〈◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
でおモわ旅趣きお新ひたオ主すク女メノモウ
すしノか　味よし米よまレ婦てロ性ンンアイ
）やマさ　のうやマこごンのき7日ズノ　ズ

れガ　　園のれマククジ友なツ身ノ
■・＿J†　　　　　づ±：■土bl T／り■ヽ．二．三二　人○　　　瞳111＿　　　ヽ。

◎
モ
ノ
マ
ガ
ジ
ン

（
お
し
ゃ
れ
な
小
物
、
雑
貨
情
報
満
載

で
す
）

◎
C
D
ジ
ャ
ー
ナ
ル

◎
ア
エ
ラ

◎
サ
ン
デ
ー
毎
日

（◎
夕山ウ
ウ陰イ
ンのン

クグ
ル
メ
、

情
報
誌
）

◎
部
落
解
放

の
雑
誌
で
す
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

◎
も
の
の
け
姫

◎
天
空
の
城
ラ
ビ
ユ
タ

◎
火
垂
る
の
墓

◎
金
田
一
少
年
の
事
件
簿

◎
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

◎
忍
た
ま
乱
太
郎
①
～
③

◎
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
大
魔
境

◎
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
海
底
鬼

岩
城

◎
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
と
雲
の
王

国
◎
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
・
デ
イ

◎
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ト

◎
就
職
戦
線
異
状
な
し

◎
君
を
忘
れ
な
い

◎
放
課
後

◎
あ
す
な
ろ
白
書
①
～
④

ト
話
題
に
な
っ
た
「
も
の
の
け
姫
」
が
あ
り
ま
す
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平成10年度老人医療費の使用状況は

総額 598，033，57 1円

ひとりあたり　649，330円の医療費
〔内訳〕

調剤1．022万円（1．7％）　その他　274万円（0．5％）

畷

⑥

H10年度医療費の内訳
円 割合

入　　　　　 院 25 1，444 ，130 42 ．0 ％

入　　 院　　 外 240 ，435 ，6 14 40 ．2 ％

施　 設　 療　 養 45 ，934 4 79 7．7 ％

入 院 時 食 事 27 ，136 ，4 50 4 ．5 ％

歯　　　　　 科 20 ，111，960 3 4 ％

調　　　　　 剤 10 2 26 ，360 1．7 ％

そ　　 の　　 他 2 ，744 ，578 0．5 ％

計 598 ，033 ，571 100 ％

〔総医療費〕

電ゐ匿癒罷陪
聴妙傾向

平成10年度老人総医療費は、5億9千8百
万円で、一人当りにすると、約65万円使用さ
れたことになります。平成9年度に比べて、
およそ5．5％の減となっています。

受給者が年々増加しているにもかかわらず
給医療費は平成8年度をピークに減少してい
ます。

これは、本人負担額の増により、診療を控
える傾向が見られたことや、
長期にわたる入院者が減少

したことが原因です。また、

趣味や生きがいをもってこ

ころ豊かに暮らす、心身と

もに健康なお年寄りが増え

たことが、いちばんのポイ

ントといえるでしょう。

医療費の推移

◎

〔ひとりあたり医療費〕～県全体との比較～

（年度）　6　　　　7　　　　8 10
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日
野
病
院
レ
タ
ー

日野病院

堀江　裕院長

大
腸
内
科
外
来
・

循
環
器
内
科
外
来

（
毎
週
火
曜
日
）
開
設

①
八
月
三
日
か
ら
、
江
尾
診
療

所
の
武
地
幹
夫
先
生
に
、
毎
週
火

曜
日
午
後
か
ら
、
大
腸
検
査
を
中

心
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
す
。

大
腸
内
視
鏡
の
専
門
家
の
先
生
で

す
。ま

た
、
当
病
院
の
外
科
医
師
が

毎
週
木
曜
日
の
午
後
江
尾
診
療
所

へ
出
か
け
外
科
診
療
を
行
な
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
循
環
器
内
科
外
来
を
病
院
に

設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
町

民
の
方
か
ら
あ
り
、
永
年
の
懸
案

事
項
で
し
た
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
九
月
七

日
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
循
環
器
内

科
外
来
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

毎
週
土
曜
日
の
循
環
器
外
科
外

来
も
従
来
ど
お
り
診
察
い
た
し
ま

す
の
で
、
週
二
回
、
高
血
圧
、
心

臓
病
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
の
診
療

機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

来
院
い
た
だ
く
の
は
、
鳥
取
大

学
第
一
内
科
出
身
で
、
今
年
の
夏

ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
八
月
中

旬
日
本
へ
帰
国
予
定
の
加
藤
雅
彦

先
生
で
す
。

研
究
面
で
は
ア
メ
リ
カ
の
最
新

情
報
満
載
の
新
進
気
鋭
の
先
生
で

争
す
が
、
臨
床
に
も
優
し
く
、
て
い

ね
い
な
先
生
で
す
。

午
前
は
診
察
で
、
午
後
検
査
を

中
心
に
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す

が
、
し
ば
ら
く
検
査
と
診
察
を
一

緒
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
回
の
外
来
開
設
に
あ
わ
せ
、

心
臓
検
査
の
最
新
エ
コ
ー
導
入
も

検
討
し
て
い
ま
す
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。一

般
内
科
で
見
て
も
ら
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
も
一
度
検
査
を
受
け

て
、
診
断
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
九
月
か
ら
、
週
三
回
　
（
月

火
、
金
）
　
外
来
に
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
新
患
の
患
者
さ
ん
も
含
め

て
診
察
の
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

⑳

人の動き
◎お誕生おめでとう

朗

女

女

男

（住所）（氏　名）

本　五　澤田　夏紀

本　一　白石　菜々

貝　田　森田　　亮

◎ご結婚を祝します

票芸雷雲）芸笠崇ら

芸芸霊芝）芸詔から

≡芸芸孟）冨芸市から
実用

米子市から芸享）
井口

斎藤

開
武
配
備
飢

子
　
詩
人

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）

久　連　宮崎　　武　74歳

新　一　原田　　正　75歳

久　連　高野キヌコ　88歳

吉　原　中祖　輝秋　69歳

秋◎
全国変通安全運動
9月21日（火）～9月30日（木）

〈運動のスローガン〉

夜道ゆく　あなたを
知らせる　反射材

シートベルト

取
材
と
子
守
を
兼
ね
て
奥
大

山
森
の
音
楽
祭
に
出
か
け
ま
し

た
。
つ
れ
だ
っ
た
五
歳
の
わ
が

子
が
、
演
奏
中
じ
っ
と
し
て
い

る
か
心
配
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ

マ
ン
ガ
を
見
る
よ
り
は
る
か
に

熱
中
し
て
い
る
の
は
意
外
で
し

た
。
多
分
、
生
演
奏
に
凄
す
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
▼
こ
の
音

楽
祭
は
、
町
内
の
若
者
で
構
成

す
る
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

み
な
さ
ん
が
、
森
の
音
楽
祭
実

行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
十
二

回
目
。
も
う
、
「
チ
ロ
ル
の
里
」

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
夏
の
恒
例

行
事
に
な
り
ま
し
た
。
休
校
中

の
大
河
原
分
校
体
育
館
を
会
場

に
、
木
や
季
節
の
花
で
飾
り
、

肩
の
こ
ら
な
い
素
朴
な
ス
テ
ー

ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
「
な
ん
と
か
ホ
ー
ル
」
　
に

は
な
い
、
演
奏
者
と
観
客
の
目

線
が
同
じ
一
体
感
が
あ
り
ま
す

▼
た
だ
、
残
念
な
の
は
、
こ
ん

な
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
す
ぼ
ら

し
い
音
楽
祭
な
の
に
、
比
較
的

客
席
が
ま
ば
ら
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
開
か
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
の
音
楽
祭
に
、
来

年
は
是
非
み
な
さ
ん
も
足
を
は

こ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
楽
し

い
で
す
よ
。
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毎日、宍顔を他方けています。
はせがわ事務機器店（有）勤務

南波　艇輪馬さん（佐川・21歳）
●仕事について教えてください。

事務機器販売の営業をしています。勤めて5カ月です。　　　　1－呵1」、

営業をしていて、学生時代の恩師lこ再会したりするととても懐

かしいです。これからは、商品に対する知識をつけて、あ害さ

んの要望になんでも対応できるようになりたいです。

●趣味は何ですか。

ジャズです。3年前からピース・ジャズ・アンサンブルという

バンドで、トロンボーンを演奏しています。今でも毎週一回練

習しています。苦楽を通じて、いろんな人と出会えて勉強にな

ります。

○理想の女性を教えてください。

篭I　　とにかく明るくて元気な人です。
⑳これからどんなことに挑戦してみたいですか。

車で世界中を旅行してみたいです。

あと、バンドで野外コンサートを開いて、そこで思いっきり演

奏してみたいです。

●江府町にのぞむことは。

日野川をこれ以上汚さないで、いつまでも泳げるような川のま

まで残して欲しいです。

世帯数1，215世帯（±0）　人口4，210人（－4）　　男1，986人（一2）　女2，224人（－2）（）は前月比　7月末

犀毒発行／ヲ工府町役場　完認識㌍深日課吉欝莞翳5編集／総務課印刷／富士印刷（有）
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